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危機管理課 0577-62-8902

環境課 0577-73-7482

環境課 0577-73-7482 都市整備課 0577-73-0153

①避難勧告や避難指示（緊急）を発令することが予想される場合
避難準備･高齢者等避難開始
○いつでも避難ができるよう準備をしましょう。身の危険を感じた場合は、避難
　を開始しましょう。
○避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児等）は避難を開始
　しましょう。
○社会福祉施設などでは、自力避難が困難な方も多く利用されており、避難に時
　間を要することから、避難行動を開始してください。

②災害による被害が予想され、人的被害が発生する可能性が高まった場合
避難勧告
○避難場所へ避難しましょう。
○地下空間にいる人は、速やかに安全な場所に避難しましょう。

③災害が発生するなど状況がさらに悪化し、人的被害の危険性が非常に高まった場合
避難指示（緊急）
○まだ避難していない場合は、直ちにその場から避難をしましょう。
○外出するとかえって命に危険が及ぶような状況では、自宅の２階部分などの、よ
　り安全な場所に避難をしましょう。

　全国各地で地震発生時において、ブロック塀の倒壊による被害が発生してい
ます。倒壊によって、人命が奪われることや避難経路の妨げになることを防ぐた
めに、「飛騨市ブロック塀等撤去補助制度」を創設しました。
　危険なブロック塀等の撤去を行う所有者に対して、経費の一部を市が補助する
ものです。
　※ブロック塀等とは、コンクリートブロック、石、れんがその他これらに類する材料で作られ
　　た塀および門柱（基礎部分を含む）です

●補助対象の工事
　・道路面からの高さが60センチメートルを超えるブロック塀等
　・所有者が実施する事業で、市内事業者の施工によるもの
●補助金の額
　・ブロック塀等の撤去にかかる
　 「経費の１/２以内の額で、１件あたり
　    30万円を限度」

※詳しくは、下記または各振興事務所基盤整備担当
　までお問い合わせください

市から発令される避難情報には、以下のものがあります。

危険なブロック塀等の撤去を行う方に、最大30万円の補助をします！

お
知
ら
せ
市から発令される避難情報について

お
知
ら
せ
「飛騨市ブロック塀等撤去補助制度」のご案内

■場所
　古川町若宮（若宮駐車場内）
■開設時間　24時間
■回収品目
　新聞紙、雑誌、ダンボール、衣類
　※新聞紙、雑誌、ダンボールは十字
　　に縛って出してください

家庭から出される資源物を回収する
ため、資源回収ステーションを設置し
ました。回収された資源物は、適正にリ
サイクルされ再び製品となり皆さんの
生活用品の一部となります。「捨てれば
ごみ、分ければ資源」、資源回収ボック
スを利用して、限りある資源を有効に
活用し、より環境に優しいまちづくりを
目指しましょう。
詳細は市HPをご覧ください。

お
知
ら
せ

資源回収ステーション
を設置しました

資源ごみの「家電小物類」に分解され
た家電品が排出されていることが多く
見受けられますが、分解されたものは
収集することができません。コンテナに
入らない家電品等は、分解せずに飛騨
市リサイクルセンターに直接お持込み
ください。

お
知
ら
せ
家電品の分解禁止について

まちづくりレシピWEBページ開設！
紙面には載せきれなかった各団体の詳しい情報は、
飛騨市ホームページでご覧いただけます！
ひだプラすキャラバンで聞き出した裏話もたっぷり！
まちづくりのヒントになるかも？ぜひご覧ください。
https://www.city.hida.gifu.jp/site/hidaplus/

まちづくり団体募集中！
あなたのまちづくり活動や、街で見つけた
素敵な人たちの活動を、広報ひだで市民に
紹介しませんか？自薦他薦は問いません！

お問合せは地域振興課まで　
　 0577-62-8904
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介
し
あ
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ベ
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ら
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ま
り
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「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
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い
出
の
絵
本
展
」
で
す
。

　
絵
本
の
良
さ
は
、
老
若
男
女
だ
れ
で
も
気

軽
に
読
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
端
的
な
文
章

や
絵
の
中
に
本
質
的
な
も
の
が
つ
ま
っ
て
い

る
こ
と
。
気
軽
に
読
め
る
絵
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で
す
が
、
そ

の
わ
ず
か
な
時
間
の
中
で
人
と
人
と
の
繋
が

り
を
生
み
出
す
可
能
性
を
感
じ
、
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
思
い
出
の
絵
本
展
の
Ｎ
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Ｏ
と
は
、Ｎ（
な

ん
と
）Ｐ（
パ
ワ
ー
な
）Ｏ（
お
ば
ち
ゃ
ん
、お
っ

ち
ゃ
ん
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と
い
う
説
が
あ
る
く
ら
い
、
個
性

的
な
メ
ン
バ
ー
が
集
っ
て
い
ま
す
。
各
メ
ン

バ
ー
が
そ
の
個
性
を
出
し
合
っ
て
助
け
合
い
、

活
動
を
前
進
さ
せ
て
い
る
の
も
思
い
出
の
絵

本
展
の
強
み
で
す
。

設立：2011 年 11 月　メンバー数：43 名
主な活動地域：飛騨地域
主な活動：

・思い出の絵本展
（11/21～11/25 飛騨市図書館２F にじのひろばで開催）
・ぐるっと町ごと絵本館　・出前絵本展　など

　
立
上
げ
当
時
、
古
川
町
弐
之
町
で
は
空
き

家
対
策
な
ど
の
検
討
委
員
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
し
か
し
、ハ
ー
ド
事
業
だ
け
で
い
い
の
か
、

ま
ず
は
ソ
フ
ト
事
業
か
ら
や
っ
て
み
て
は
と
、

当
時
の
若
手
た
ち
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、『
み
ん
な
で
弐
之
町
通
り
を
盛

り
上
げ
、
ま
た
住
民
間
の
つ
な
が
り
も
深
め

て
い
き
た
い
』
と
、
ワ
ン
コ
イ
ン
市
や
空
き

家
を
活
用
し
た
鉄
道
模
型
展
、
昭
和
展
な
ど
、

地
元
の
人
に
も
観
光
客
に
も
喜
ば
れ
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
定
番
と
な
っ
た
ぼ
ん
ぼ
り
夢
街
道
は
今
年

で
13
回
を
数
え
、
最
近
で
は
他
団
体
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
吉
城
高
校
の
Ｙ
Ｃ
Ｋ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
け
入
れ
な
ど
、
新
た
な
つ
な

が
り
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。『
続
け
る
こ
と

も
大
切
だ
け
ど
、
飽
き
が
出
て
は
い
け
な
い
。

変
化
し
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
。』
と
今
後

の
想
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

設立：2004 年 秋　メンバー数：25 名
主な活動地域：飛騨市古川町弐之町通り
主な活動：

ぼんぼり夢街道、古川町弐之町通りの活性化を
中心にしたイベント開催など
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